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大
津
氏
は
、自
衛
隊
か
ら
思
い
あ
って
教

育
へ
。昭
和
35
年
か
ら
平
成
9
年
ま
で
の
長

き
に
わ
た
り
小
中
学
校
の
教
員
と
し
て
奉

職
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
間
、千
葉
県
教
育
庁

山
武
地
方
出
張
所
管
理
課
長
、大
網
小
学

校
・
鴇
嶺
小
学
校
長
な
ど
務
め
、教
育
の

振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
他
、千
葉
県
教
育
庁
東
葛
飾
地

方
出
張
所
時
代
、県
所
長
会
会
長
、ま
た

県
教
育
研
究
会
会
長
を
務
め
る
な
ど

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、教
育
の
充
実

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
蕨
氏
は
、昭
和
35
年
か
ら
37
年
間
の
長

き
に
わ
た
り
、千
葉
県
庁
に
奉
職
さ
れ
、豊

富
な
行
政
経
験
と
卓
抜
な
る
識
見
を
も

ち
千
葉
県
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
在
職
中
は
、商
工
労
働
部
長
、企
画
部

長
、企
業
庁
長
、総
務
部
長
な
ど
を
歴
任

し
、優
れ
た
手
腕
を
発
揮
さ
れ
、県
の
抱
え

て
い
る
諸
課
題
解
決
の
た
め
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。退
職
後
は
、千
葉
県
の
代
表
監

査
委
員
を
務
め
る
な
ど
地
方
自
治
の
振
興

と
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
富
谷
氏
は
、昭
和
34
年
か
ら
平
成
８
年

ま
で
の
長
き
に
わ
た
り
中
学
校
教
員
と

し
て
奉
職
さ
れ
、芝
山
中
学
校
長
を
務
め

ら
れ
る
な
ど
、教
育
の
充
実
と
指
導
力
強

化
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、平
成
８
年
か
ら
旧
山
武
町
の
社

会
教
育
指
導
員
と
し
て
、社
会
教
育
の
振

興
に
力
を
注
ぎ
、続
く
平
成
12
年
か
ら
６

年
間
、旧
山
武
町
教
育
委
員
会
教
育
長

と
し
て
教
育
の
諸
問
題
に
取
り
組
み
、町

教
育
行
政
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
若
林
氏
は
、昭
和
35
年
か
ら
平
成
22

年
の
長
き
に
わ
た
り
、国
勢
調
査
11
回
、

農
林
業
セ
ン
サ
ス
11
回
、住
宅
・
土
地
統

計
、漁
業
セ
ン
サ
ス
各
１
回
・
千
葉
県
農

業
基
本
調
査
34
回
と
各
種
統
計
調
査
に

多
数
従
事
さ
れ
ま
し
た
。

　
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、地
域
の
役
員
を

積
極
的
に
務
め
る
な
ど
、日
頃
か
ら
地
域

と
の
連
携
や
協
力
を
活
か
し
、円
滑
に
対

象
の
方
の
協
力
を
得
て
正
確
・
迅
速
に

遂
行
さ
れ
、統
計
調
査
事
業
の
推
進
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
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わ
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え
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で
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や
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お
つ

せ
い
じ

わ
か
ば
や
し

ろ
く
ろ
う

　
第
１
回
臨
時
会
が
、５
月
13
日
に
開
か

れ
ま
し
た
。提
出
さ
れ
た
議
案
５
件
は
原

案
の
と
お
り
同
意・承
認・可
決
さ
れ
、報

告
２
件
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、議
会
の
人
事
案
件「
議
長・副
議

長
」「
常
任
委
員
会
委
員
」な
ど
が
決
ま

り
ま
し
た
。

議
案
の
概
要

　【同
意
】

○
議
案
第
１
号
　
山
武
市
監
査
委
員
の
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に
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同
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求
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こ
と
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）
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市
民
の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら
市
議

会
活
動
並
び
に
市
政
各
般
に
わ
た
り
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。こ
の
た
び

私
た
ち
は
、５
月
13
日
の
山
武
市
議

会
第
１
回
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、

議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
、議
長

お
よ
び
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
同
時

に
、そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お

り
ま
す
。

　
こ
の
う
え
は
、よ
り
一
層
市
民
の
皆

様
の
声
に
耳
を
傾
け
、公
平
か
つ
円
滑

な
議
会
運
営
と
、山
武
市
の
発
展
の

た
め
に
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　
今
後
と
も
、市
民
の
皆
様
方
に
は
、

さ
ら
な
る
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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に
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任
に
あ
た
っ
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の
人
事
案
件

　
議
長・副
議
長
は
次
の
と
お
り
決
ま
り

ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　
議
　
長
　
　
小
川
　
吉
孝

　
副
議
長
　
　
小
野
﨑
正
喜

　
各
常
任
委
員
会
委
員
お
よ
び
議
会
運

営
委
員
会
委
員
は
次
の
と
お
り
決
ま
り

ま
し
た
。（
敬
称
略
）

☆ 

総
務
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
　
越
川
　
　
哲

　
副
委
員
長
　
　
蕨
　
　
　
眞

　
委
　
　
員
　
　
小
川
　
善
郎

　
　
　
　
　
　
　
大
塚
　
重
忠

　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
忠
勝

　
　
　
　
　
　
　
髙
橋
　
　
忠

　
　
　
　
　
　
　
市
川
　
陽
子

☆ 

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
　
大
川
　
義
男

　
副
委
員
長
　
　
八
角
　
公
二

　
委
　
　
員
　
　
萩
原
　
善
和

　
　
　
　
　
　
　
小
川
　
吉
孝

　
　
　
　
　
　
　
本
山
　
英
子

　
　
　
　
　
　
　
小
川
　
一
馬

　
　
　
　
　
　
　
小
野
﨑
正
喜

☆ 

経
済
建
設
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
　
川
原
　
春
夫

　
副
委
員
長
　
　
井
野
　
敬
一

　
委
　
　
員
　
　
行
木
　
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
髙
知
尾
正
義

　
　
　
　
　
　
　
能
勢
　
秋
吉

　
　
　
　
　
　
　
宍
倉
　
弘
康

　
　
　
　
　
　
　
小
川
　
良
一

☆ 

議
会
運
営
委
員
会

　
委
員
長
　
　
宍
倉
　
弘
康

　
副
委
員
長
　
　
市
川
　
陽
子

　
委
　
　
員
　
　
行
木
　
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
小
川
　
善
郎

　
　
　
　
　
　
　
髙
知
尾
正
義

　
　
　
　
　
　
　
萩
原
　
善
和

　
　
　
　
　
　
　
能
勢
　
秋
吉

問
　
議
会
事
務
局
　
　
　☎

（80）
１
２
３
５

　
市
民
の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら
市
議

会
活
動
並
び
に
市
政
各
般
に
わ
た
り
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。こ
の
た
び

私
た
ち
は
、５
月
13
日
の
山
武
市
議

会
第
１
回
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、

議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
、議
長

お
よ
び
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
同
時

に
、そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お

り
ま
す
。

　
こ
の
う
え
は
、よ
り
一
層
市
民
の
皆

様
の
声
に
耳
を
傾
け
、公
平
か
つ
円
滑

な
議
会
運
営
と
、山
武
市
の
発
展
の

た
め
に
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　
今
後
と
も
、市
民
の
皆
様
方
に
は
、

さ
ら
な
る
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

就
任
に
あ
た
っ
て

就
任
に
あ
た
っ
て

平
成
25
年
第
１
回
臨
時
会

平
成
25
年
第
１
回
臨
時
会

議

　長
　
小
川
　
吉
孝

副
議
長
　
小
野
﨑
正
喜


